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昭
和
四
年
四
月
東
京
文
理
科
大
紘
一
点
創
立
せ
ら
る
〉
や
、
島
問
先
生

に
は
渓
丈
島
ヤ
科
、
主
任
教
授
と
し
て
一
高
よ
り
御
柴
特
な
さ
れ
に
。
然
し

こ
の
御
築
任
は
前
よ
り
御
内
定
の
こ
と
〉
て
一
一
一
月
末
の
口
一
以
試
問
に
は

松
井
、
諸
橋
同
先
生
と
北
ハ
に
高
等
郎
総
寄
稿
合
の
政
務
主
に
端
然
と

惣
へ
ら
れ
て
絞
っ
仁
。
一
一
一
月
と
は
い
ヘ
寒
い
日
で
ゐ
つ
仁
。
縮
番
が
来

て
法
る
/
¥
都
民
に
入
っ
て
敬
澱
す
る
と
、
先
生
は
如
何
に
も
郷
軍
に

御
答
殺
な
さ
れ
に
後
に
、
訟
も

U
ろ
に
口
を
開
か
れ
て

「
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
本
を
好
ん
で
読
ん
で
跨
っ
た
か
ね
し
。

「
入
皐
し
に
ら
何
台
専
攻
す
る
つ
も
り
か
ね
」
。

「
終
準
か
文
卒
か
ね
」
。

な
い
と
と
お
等
ね
な
さ
れ
に
。
こ
の
時
伎
は
初
め
て
お
問
先
生
の
滋
容
に

殺
し
に
の
で
あ
っ
七
。
御
令
名
は
前
か
ら
氷
っ
て
ほ
仰
つ
に
が
、
近
く
努

腐
の
柴
を
得
て
、
何
成
と
な
く
威
般
の
が
る
謎
誌
な
方
で
ゐ
る
と
思
つ 4 
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国

波

男
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亡
。
恐
ら
く
乙
れ
は
僕
詐
り
で
な
く
、
他
の
諸
君
も
同
校
の
感
に
う
に

れ
た
こ
と
、
思
ム
。
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漠
丈
島
十
科
第
一
凶
の
入
品
十
生
は
、
内
野
熊
一
郎
、
小
林
伝
切
の
回
世
れ

と
伎
の
一
二
名
で
め
っ
土
。
草
創
の
際
と
て
研
究
宗
一
と
は
名
ば
か
り
で
、

巧
か
ま
嘉
文
事
斗
と
司
社
し
ど
泣
?
に
戸
、
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入
口
お
側
の
小
さ
い
主
に
書
械
と
札
と

T
泣
い
て
、
漢
文
内
学
科
県
生

ω

投
主
食
研
究
室
と
い
ふ
こ
と
で
狩
く
我
慢
し
仁
。
開
館
も
米
仁
完
成
し

な
い
淡
な
の
で
、
来
館
の
各
数
宗
一
を
持
?
と
し
て
歩
い
亡
。
今
で
も
よ

く
受
え
て
民
る
が
、
一
来
館

ω南
側
府
下

ω狭
い
小
さ
い
部
民
で
、
十
，
h

足
ら
中
の
挽
生
'
と
共
に
、
先
生
か
ら
純
記
の
御
講
義
セ
界
総
し
に
。
先

生
は
先
づ
向
山
ド
ル
守
一
に
読
ま
せ
て
か
ら
後
、
叫
日
叫
早
期
朗
LS)
総
説
さ
れ
亡
。
成

科
先
生
が
渓
般
の
大
家
.
品
川
市
…
践
的
士
の
御
後
嗣
に
け
ゐ
っ
て
、

オょ

ハ永の
m
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十
川
川
は
ど
こ
と
な
く
品
が
め
る
と
芯
ひ
午
ら
界
地
し
に
。
北
ハ
の
外
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的
単
科
で
紳
諮
設
な
さ
れ
に
ご
十
一
…
史
部
お
も
界
賠
し
七
り
先
生

は
綬
般
に
御
法
認
深
い
こ
と
は
勿
論
、
史
山
市
に
も
大
勢
御
趣
味
な
布
せ

ち
る
、
校
に
承
っ
て
知
る
。
仰
令
息
の
俊
芦
設
が
帝
大
の
悶
史
県
料
仰

で
み
る
こ
と
も
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先
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の
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御
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を
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加
訟
に
る
滋
終
?
と
、
親
し
み
深
い
努
段
じ
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
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ふ
と
、
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ご
支
芯
〉
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こ
ぽ
¥
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、
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先
生
の
紋
育
方
針
は
、
邸
も
我
が
す
~
現
大
波
文
慰
科
の
mmd
瓜
の
基
礎

ぞ
な
す
も
の
で
め
る
。
先
生
は
先
づ
僕
法
入
感
勿
々
の
山
学
生
に
向
っ
て

「
人
間
は
先
づ
目
的
ぞ
定
め
亡
な
ら
ば
之
か
ぺ
飽
く
ま
で
貫
徹
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
例
な
渓
紘
一

d

じ
と
れ
ば
、
一
口
一
経
県
の
中
の
何
守
研
究
す
べ

き
か
L
c
目
的
JT
定
め
に
な
ら
ば
、
五
ナ
ヰ
の
問
ぞ
れ
に
向
っ
て
精
進

し
晶
子
山
ら
必
中
も
の
に
な
る
。
思
に
こ
れ
は
浅
間
取
許
れ
ソ
で
な
く
、
北
ハ
の

他
の
事
に
就
い
て
も
可
様
で
め
る
と
尽
ふ
…
。
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在
、
む
仰
し
や
り
‘
先
生
が
青
年
時
代
、
帝
大
内
に
設
設
さ
れ
七
古
典

研
究
所
の
同
期
生
に
例
を
と
つ
で
諒
々
と
設
か
れ
に
。
混
同
棋
の
資
力
仁
川
正

つ
り
る
仁
は
先
づ
設
努
力
の
養
成
に
み
る
と
い
っ
て
‘
大
い
に
撲
内
叫
ナ
ピ

奨
励
さ
れ
仁
。
郎
ち
山
山
小
松
…
は
先
づ
研
究
の
後
去

よ
り
笠
力

ω

成
一
か
大
切
で
ゐ
る
と
さ
れ
亡
。
先
生
は
光
年
上
野
総
設
に
於
け
る
古
稀
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「
私
は
官
な
辞
し
で
か
ら
授
介
鈴
絡
の
め
る
践
と
な
り
健
康
欣
訟
も

よ
い
か
ら
大
い
に
斯
文
の
研
先
に
向
っ
て
続
悲
し
に
い
い
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就
い
て
清
々
と
歩
み
や
-
進
め
ら
れ
も
米
に
御
後
去
の
忍
び
に
到
ら
な
か

っ
仁
が
、
判
明
多
の
稿
な
佼
…
応
深
く
滅
さ
れ
て
M
M
つ
七
と
の
こ
と
で

J?ω

こ
れ
先
生
一
か
仰
、
氷
山
以
な
さ
る
ま
で
牧
育
者
と
し
て
武
践
的
行
の
純
を
示

さ
れ
七
県
勢
な
熊
皮
と
諮
ひ
ょ
う
。

我
が
文
理
大
の
渓
セ
山
中
科
が
絡
橋
教
授
の
「
行
不
v
，
出
レ
従
兄

おi

ょ
っ
で
経
を
解
す
る
淀
川
中
の
大
混
合
抱
一
め
と
い
ふ
御
件
示
と
、
内
野
敬

授
の
「
何
事
に
も
先
鞭
セ
つ
け
よ
L

T
と
い
ふ
御
教
訓
な
奉
じ
て
清
々
と

研
究
を
治
め
‘
今
や
創
業
時
代
よ
り
生
々
後
民
の
滋
に
向
っ
て
大
行
迭

を
な
し
つ
》
め
る
は
、
交
に
北
(
の
端
企
島
問
先
生
の
数
育
方
針
に
後
し

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
ゐ
る
ま
い
。
設
十
伐
の
方
に
花
咲
き
支
給

ば
ん
と
す
る
時
期
に
諮
す
る
ま
で
に
は
、
殺
多
の
試
鍛
l
c
関
紙
と
に
打

て
校
間
以
き
板
試
を
作
っ
て
下
さ
つ
亡
先
生
に
柏
町
し
て
、
変
心
よ
り
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先
生
は
漢
撃
者
の
家
に
生
れ
‘
始
絡
謹
誌
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
、

い
っ
て
特
別
取
立
て
b

山
中
上
ぐ
る
こ
と
が
な
い
。

そ
の
諮
度

な
一
院
を
物
一
泊
る
も
の
と
し
て
は
、
松
井
筒
治
先
生
と
の
僻
交
遊
並
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え
が
一
御
放
行
中
の
事
ど
も
な
松
井
先
生
か
ら
承
ば
っ
て
法
る
。
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年
に
な
っ
て
俄
炭
上
待
者
か
ら
禁
ぜ
ら
る
〉
や
‘
そ
の
忠
告
を

貨
に
よ
く
守
っ
て
対
ら
れ
に
と
い
ふ
。
長
い
支
那
校
行
中
如
何
に
お
す

〉
め
し
て
も
一
皮
も
杯
セ
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
。
こ
れ
を
以
て

も
先
生
が
己
を
持
す
る
こ
と
如
何
に
議
俄
で
あ
る
か
が
分
る
。
授
業
中

に
於
げ
る
御
態
反
る
笈
に
般
然
仁
る
も
の
が
あ
っ
七
。
下
準
備
が
不
充

介
で
あ
る
と

「
も
っ
た
し
っ
か
り
一
悦
ん
で
来
な
く
て
は
駄
目
じ
ゃ
な
い
か
。
大
い

に
勉
内
や
せ
よ
い

な
ど
と
思
っ
て
庇
ら
れ
る
こ
と
は
、
立
向
か
ら
率
一
位
に
中
さ
れ
て
後
は

叉
平
常
通
り
筑
持
よ
く
諒
さ
れ
に
。

先
生
は
叉
門
前
子
宮
思
ふ
の
念
係
く
、
僕
が
昭
和
七
年
五
月
末
上
海

か
ら
凱
旋
し
て
上
京
す
る
や
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な
く
下
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会
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設
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我
が
子
。

凱
旋
守
秘
ふ
慈
父
の
援
な
御
態
度
で

J

の
っ
た
り
設
は
こ
れ
ま
で
に
恐
ら

く
こ
の
持
続
、
和
か
な
感
激
の
場
開
は
な
か
っ
た
ら
う
と
忍
ふ
。

昨
年
の
十
月
小
浮
君
が
北
京
帝
争
に
川
登
さ
れ
る
筒
、
そ
の
迭
問
舎
を

浅
草
の
菜
料
亭
で
関
い
七
時
な
ど
は
、
病
背
ど
推
し
て
仰
向
応
な
さ
れ

そ
の
行
を
社
ん
に
す
る
た
め
、
立
っ
て
大
い
に
激
励
の
御
言
葉
セ
賜
は

つ
に
。
ぞ
の
後
で
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仙
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叱
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先
生
が
最
も
試
に
さ
れ
て
対
つ
に
南
京
陥
落
は
光
来
門
り
一
角
か
ら
紛

れ
完
全
に
我
が
一
阜
の
勝
利
と
な
う
に
。
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あ
の
十
円
武
士

ω同
彩
の
ゐ
っ
た
、
は
し
て
非
常
に
情
の
尽
か

つ
七
先
生
は
今
や
陶
切
所
会
兵
に
し
て
、
永
遠
の
制
に
つ
か
れ
亡
の
で

あ
る
。
問
問
家
非
常
時
の
折
柄
、
劣
一
年
野
交
文
北
事
業
に
御
議
力
な
さ
れ

今
後
谷
々
先
生
の
御
指
導
御
前

m
t
Mは
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
京
大
な

問
機
に
先
生
の
如
き
先
魔
の
十
一
全
失
ふ
こ
と
は
、
問
地
に
流
感
凶
作
の
み
な

ち
宇
.
開
策
の
一
大
扱
失
と
誌
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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A
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い
い
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J
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対
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菰
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札
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f
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す
C
W
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J
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J
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点
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舎
は
、
年
と
サ
一
ハ
に
柴
え
、
幾
多
の
新
治
一
気
鋭

ω
士

t
fい
に
怠
り
、

街
路
は
今
か
ら
期
待
き
れ
て
成
る

o
mし
て
先
生
の
的
成
育
さ
れ
仁
苦
難

の
漠
内
中
山
作
に
も
春
が
磁
っ
て
来
て
、
先
生
が
劣
年
育
成
さ
れ
に
殺
多
の

人
材
セ
必
裂
と
す
る
時
代
は
川
崎
に
来
に
の
で
あ
る
。
我
々
は
大
い
に
汲

奮
努
力
し
て
与
術
に
作
文
、
笠
際
政
官
に
却
期
的
の
功
結
合
法
げ
、
以

で
先
生
の
仰
援
を
慰
む
べ
き
も
の

E
忠
ふ
。
明
か
蕪
併
な
連
ね
て
以

τ

先
生
を
憶
ふ
議
悼
の
辞
と
殺
し
ま
す
。(

昭
和
十
三
年
二
月
一
一
十
七
日
〉
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